
J A 3 A E R  荒川泰蔵

今年のS E A N E T コンベンションは1 0 月に韓国はソウルで開かれますので事前に紹介し、皆さんにもご参加頂きたいと思い
ます。2 0 0 6 年に大阪で開催後、翌2 0 0 7 年はランパン（タイ国）で、そして昨2 0 0 8 年はコタキナバル（東マレーシア）で開かれ
ました。今年のソウルのあとは、来年2 0 1 0 年の上海までが決まっています。ソウルも上海も日本からは比較的近いところで
すので、是非皆さんもご参加下さい。主催者側は日本から多数の参加を期待しています。
このソウルでのコンベンションの概要は次の通りですが、プログラムを含む詳細はS E A N E T のウエブサイトh t t p : / / w w w . s a b a
h . n e t . m y / s e a n e t / s e a n e t _ 2 0 0 9 . h t m で紹介されていますのでご覧下さい。

日時　：　2 0 0 9 年1 0 月2 3 日（金）から2 7 日（火）までの5 日間
場所　：　韓国・ソウル市 H O T E L  C A P I T A L
ホスト団体　：　K o r e a  A m a t e u r  R a d i o  L e a g u e  ( K A R L )
K o r e a  L a d i e s  A m a t e u r  R a d i o  C l u b  ( K L A R C )
組織委員長 ( O r g a n i z i n g  C h a i r p e r s o n ) 　：　H L 1 K D W ,  C h a e ,  D o  S o o k  ( Y L )

H L 1 K D W ,  C h a e さんは2 0 0 4 年にソウルで開かれたW o r l d  W i d e  Y L  M e e t i n g を主催団体のリーダーとして、我々ラジオクラブ
のメンバーを歓迎してくれましたし、2 0 0 6 年の大阪でのコンベンションにも参加されましたので、皆さんよくご存知のことと思
います。
彼女はそれ以前の2 0 0 3 年にジョホールバールで開かれたS E A N E T コンベンションから熱心に参加し、いつかは韓国でも開
催したいと希望しておられましたが、一昨年のランパンでのコンベンションで立候補し、昨年コタキナバルでプレゼンテー
ションをした後、大会旗を受け取って帰られました。
問題はこのコンベンションへの申し込み期限が5 月末となっており、この記事をご覧の頃には受付が締め切られていること
になることです。我々の経験でもそうでしたが、準備を進める上で早く参加人数を掌握しておきたいということで設定された
ものと思います。従って、早急にその参加者を主催者側に伝えることを、私（J A 3 A E R ）が引き受けたいと思います。

既にラジオクラブの月例会で趣旨を説明し、数名の参加希望者をお伺いしていますが、これはラジオクラブの行事ではな
く、S E A N E T コンベンションの情報提供というスタンスですので、メンバーに限らずご家族、ご友人をお誘いの上、参加して
みようと思われた時点で私（J A 3 A E R ）までご連絡頂けると幸いです。
過去のS E A N E T コンベンションの多くは4 日間でしたが、今回は5 日間です。これはH L 1 K D W ,  C h a e さんが北東部の国立公園内にあるM
t .  S O R A K の紅葉が非常に綺麗なので参加者の皆さんに是非見て帰って頂きたいと、特別に1 日追加したためです。ソウルから半島を横
断する長距離ですので、早朝から夜遅くまでの長距離旅行になりますが、これも楽しみの一つになるでしょう。しかし、体調の関係で長
距離旅行が出来ない人にはオプションで近場の観光地めぐりも企画するとのことです。

では皆さん、早速申し込みを行って下さい。S E A N E T コンベンションへの参加を通じて国際交流・親善に努めましょう。皆さんのご参加を
お待ちしています。

H o t e l  C A P I T A L W W  Y L  M e e t i n g  2 0 0 4

W W  Y L  M e e t i n g  2 0 0 4

H L  t o o k  o v e r  t h e  S E A N E T  f l a g  f r o m  9 M 6  

T h e  a w a r d i n g  o f  S E A N E T  c o n t e s t  2 0 0 8



J A 3 U S A  島本 正敬
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最終回　ノイズ・キャンセラー

1 6 0 m での受信状態を改善するために数種のアンテナを試したものの、期待外れの結果だったことは過去2 カ月のニュースレターで述べ
た。結局、タワー給電のバーチカル・アンテナに受信も頼らざるを得ないような結果から、それならせめてS / N を改善しようとノイズ・キャン
セラーを試してみたので、今月はそのお話をしてみたい。

ノイズ対策には無線機内蔵のノイズ・ブランカーが一般に利用される。これはパルス性のノイズには大変有効なのだが、その他の種類の
ノイズには余り有効ではない。そのため、ここで問題となっている1 6 0 m のノイズに対しては殆んど役に立たない。1 6 0 m を受信しながらノイ
ズ・ブランカーをO N にすると雑音レベルが下がるようであれば、1 6 0 m 運用の最大の敵の雑音は、ノイズ・ブランカーで消えるパルス性の
雑音の下にいるので、1 6 0 m でD X を楽しむには相当の覚悟が必要となるだろう。また、D S P を利用したノイズ・リダクション機能を備えた無
線機もあるが、この機能はノイズに埋もれた信号を掘り起こすには無力だ。
いろいろな種類のアンテナを試していた頃、1 6 0 m でアクティブであり、アンテナ等の情報源でもあるW 8 J I が、彼のW E B サイトでノイズ・
キャンセラーについて述べているのを見つけた。それによれば数社から様々なモデルがあるそうで、驚いたことに余り商品イメージの良く
ない( W 8 J I 曰く) M F J のものが、ノイズの位相を1 8 0 度まで良好に変化させることができた唯一の機器だったとのこと。早速、M F J のノイズ・
キャンセラーを試してみることにした。
         ( 参考:  h t t p : / / w w w . w 8 j i . c o m / m f j - 1 0 2 5 _ 1 0 2 6 . h t m )

ノイズ・キャンセラーは次のように動作する。

1 .   通常使用する1 6 0 ｍ用アンテナとは別にノイズ専用のアンテナを用意する。
2 .   ノイズ・キャンセラーにある二つの入力端子の一方に1 6 0 ｍ用アンテナを、他方にノイズ専用のアンテナを接続する。
3 .   双方のアンテナからのノイズ成分を打ち消し合わせるために、両方のアンテナから入力されるノイズのレベルを同程度とするため、必
     要であればノイズ専用アンテナにプリアンプを接続する。
4 .   ノイズ・キャンセラー内で、ノイズ専用アンテナからのノイズ信号の位相を、1 6 0 ｍアンテナからのノイズに対して1 8 0 度異なるものとす  
     る。
5 .   両方のアンテナから入力される信号成分が打ち消されるので、ノイズ・アンテナにはなく、1 6 0 ｍアンテナでのみ受信されている信号  
     がノイズ・キャンセラーから出力される。

用意した機器

a .   ノイズ・キャンセラー M F J - 1 0 2 5
    M F J から1 0 2 5 と1 0 2 6 という2 種のノイズ・キャンセラーが販売されている。1 0 2 5 にノイズ受信用のホイップアンテナを内蔵し、受信専用ア
    ンテナ接続端子を持たないトランシーバでも使用可能なようにアンテナリレーを内蔵させたものが1 0 2 6 。

b .   受信アンプ M F J - 1 0 4 5 C
     ノイズ専用アンテナからの雑音レベルは1 6 0 m 用アンテナからの雑音のレベルは低いので、ノイズ・キャンセラーに入力する前に増幅
     して、両者のアンテナからの雑音レベルを同等にする必要がある。そのため、これも用意した。

c .   ノイズ用アンテナ
    適当な数種のアンテナを利用して試験を行った。

↑　ノイズ・キャンセラー M F J - 1 0 2 5

←　受信アンプ M F J - 1 0 4 5 C



ノイズ・キャンセラーを試してみる

先ずはノイズがうまくキャンセルできるのか確認をするため、1 6 0
m バーチカル・アンテナを受信用アンテナとして、そして1 6 0 m 受
信用のE W E アンテナをノイズ・アンテナとして、ノイズ・キャンセ
ラーに接続した。E W E アンテナの利得は- 3 0 d B 程度なので両ア
ンテナからの雑音レベルがほぼ同程度となるように、アンテナと
キャンセラーとの間にM F J - 1 0 4 5 C を配した。

ノイズ・キャンセラーM F J - 1 0 2 5 の前面パネルには、両アンテナか
ら入力信号レベルを同じとするために利得調整のツマミが設けら
れている。各ツマミを最大と最小利得に設定して、それぞれの雑
音レベルを受信機のS メーターで確認し、その差が最小となるよ
うにノイズ・アンテナに接続されたプリアンプの利得を調整した。

M F J - 1 0 2 5 の前面パネルには位相調整用のツマミと位相調整範
囲を選択するためのスイッチがある。これを調整して雑音レベル
が最低となるところを探す。そして、ノイズ・アンテナ用の利得調
整ツマミを調整して雑音レベルが更に下がる点を求める。これを
数度繰り返すと、位相調整を行うとかなりシャープなディップ点が
現れる。ノイズ・キャンセラーとしては好調に働いているようだ。S /
N の改善という大きな期待を持ってD X の入感を待った。

W の信号が入感したので、M F J - 1 0 2 5 にあるキャンセラーO N / O F F ( 単に通過) スイッチを切り替えてS / N の比較をしてみた。すると、なん
ということか！ キャンセラーをO N にすると雑音が下がるのと同時に肝心の信号までが下がっているではないか。考えてみたらW に向い
たE W E アンテナだからノイズだけでなく受信目的の信号もはっきりと受信できるわけで、全部キャンセルされるのは当然。ノイズ専用の
アンテナを用意してみることにした。
ホームセンターで2 . 5 m 程度のプラスチック製のパイプを購入。それを2 本つなぎとして4 m 程度のマストに仕立て、アンテナワイヤーをヘ
リカル状に巻いてアンテナらしきものが完成。1 6 0 m の信号が少しでも弱くなるようにと家の物陰に設置した。夜を待ってD X の信号が入
りだした。さて果たして。
結果から言うと、E W E アンテナの場合と同様、目的信号まで一緒に下がってしまい、S / N の改善をすることができなかった。それで、ノイ
ズ・アンテナで受信を確認してみると、やはり目的信号がこんないい加減なアンテナでも受信できていた。1 6 0 m 用のアンテナのような
低利得のアンテナでは、簡単なアンテナと比較してS / N に対して大きな差がないので、その結果全てがキャンセルされてしまうようだ。
高利得アンテナが利用できる周波数では、ノイズ・アンテナのS / N 比と異なることから、ノイズ・キャンセラーがもっと有効に動作するのだ
と思われる。
ノイズ・アンテナの種類をいろいろな場所に設置して試してみたが、それほど広範囲でもないのに、1 6 0 m バーチカル・アンテナで受信
される雑音と異なるノイズが受信されることもあった。もちろん、ノイズの種類が異なればキャンセルには利用できない。また、1 6 0 m の信
号は結構いい加減なアンテナでも受信できることが判り、ノイズ・キャンセラーを有効に利用するのが困難であることも学んだ。
E W E アンテナは大きなF / B 比を持つ。現在W 向けとして設置しているE W E アンテナを逆方向に向けると、W からの信号を受信する際の
ノイズ・アンテナとして有効に働いてくれるかも知れない。
今秋の1 6 0 m 再来のときまでに試して見ることができれば、と考えている。　　　（了）
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R o l l  C a l l :  0 9 0 0 J S T  S a t u r d a y
2 1 . 3 6 0 M H z  S S B

M o n t h l y  M e e t i n g :  1 8 0 0 J S T  2 n d  F r i d a y
a t  O s a k a  I n t e r n a t i o n a l  H o u s e
M o n t h l y  M e e t i n g :  1 8 0 0 J S T  2 n d  F r i d a y
a t  O s a k a  I n t e r n a t i o n a l  H o u s e

S E A N E T  C o n t e s t 　　6 / 6  S a t u r d a y  1 2 0 0  -  6 / 7  S u n d a y  1 2 0 0  ( U T C )  
    h t t p : / / w w w . s a b a h . n e t . m y / s e a n e t / t h e _ c o n t e s t . h t m

A s i a - P a c i f i c  S p r i n t  C o n t e s t  S u m m e r  ( 1 5 m / 2 0 m  S S B )   6 / 1 3  S a t u r d a y  1 1 0 0  -  1 3 0 0  ( U T C )
    h t t p : / / j s f c . o r g / a p s p r i n t / a p r u l e . t x t

A l l  A s i a n  D X  C o n t e s t  C W   6 / 2 0  S a t u r d a y  0 0 0 0  -  6 / 2 1  S u n d a y  2 4 0 0 ( U T C )
    h t t p : / / w w w . j a r l . o r . j p /

A l l  A s i a n  D X  C o n t e s t  C W   6 / 2 0  S a t u r d a y  0 0 0 0  -  6 / 2 1  S u n d a y  2 4 0 0 ( U T C )
    h t t p : / / w w w . j a r l . o r . j p /


